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（Region of Interest: 以下 ROI）として設定し、ガ・ニ・ヲそれぞれの信号変化を、反応時間
を共変量に用いた共分散分析で調べた結果、左中前頭回から下前頭回三角部にかけての領域で、
ガ及びヲと比較して有意に弱いニの賦活が計測された。さらに反対側の下前頭回では、ニがガと
比べて有意に高い賦活を見せた。 
これらの結果は正答率や反応時間の結果から説明はできず、また、文字効果でも説明できない。
26
（書式１２） 
本実験で用いた実験刺激および解析結果は、先行研究で報告されている部位と整合性があり、従
って、今回見られた格助詞処理における脳反応の違いは、格助詞の違いによってしか説明できな
いと言える。 
以上のことより、格助詞の処理においても神経基盤上の相違が見られるかという本研究の目的
は、明らかな違いがあるという結論に達した。今回の実験刺激では、名詞や動詞といった文の要
素を含んでいないため、日本語母語話者の文処理における助詞の役割にまで直接言及することは
できないが、少なくとも、格助詞ガ・ニ・ヲに関わる処理において、言語理論上でも神経生理学
上でも相違が見られることが確かめられた。 
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